


 
創作神話：

 
 

 
悪魔：　私にあなた様のお気に入りの義人アブラハムを試させてください。

 
神：　    アブラハムを傷つけてはならぬ。

 
悪魔：　かしこまりました。

 
神：　    アブラハムの子も傷つけてはならぬ。

 
悪魔：　かしこまりました。

 
神：　    アブラハムを試しておまえが負けたらどうする。

 
悪魔：　もう二度とあなたの前に現れません。

 
神：　    行ってアブラハムを試すがいい。

 
悪魔：　かしこまりました。

 
神：　    くれぐれもアブラハムとその子イサクを死なせるなよ。

 
悪魔：　くどうございますな。

 
神：　    おまえは信用できないからな。

 
悪魔：　信用されてないとは私も情けないことです。

 
神：　    おまえはアダムとイブをたぶらかしたからな。

 
悪魔：　それで私も楽園から追い出されましたので、もう懲りました。

 
神：　    ではなぜ今アブラハムを試すのだ。

 
悪魔：　嫉妬です。それが私の本性ですから。



 
神：　    嫉妬はわしの本性でもある。

 
悪魔：　私はあなたを嫉妬しています。しかしあなたはそうでない・・・。アブラハムに、あな

たへの信仰の証として、子イサクを生贄として奉げるようにと、あなたの声音（こわね）をお借

りして試していいでしょうか？

 
神：　    わしも試そうというのか？

 
悪魔：　あなたのお声を貸してくださるだけでいいのです。

 
神：　    ならん！わしの声を使ってはならぬ！

 
悪魔：　かしこまりました。　

 
 

 
こののち、悪魔は神の声色（こわいろ）を使いアブラハムを試みて言った、「アブラハムよ」。

 
アブラハムは神の声を聞いたと思い「はい、私はここにおります」とすぐに答えた。

 
悪魔は続けて言った、「おまえの子、おまえの愛するひとり子イサクを連れてモリヤの地に行き

、わたしが示す山で燔祭としてささげなさい」。

 
 

 
アブラハムは眠れない一夜を過ごし、朝早く外に出て、燔祭のたきぎを割り、ろばにくらを置き

、ふたりの若者と息子イサクとを連れ、悪魔が言ったモリヤの地に向かった。

 
三日の旅ののち、アブラハムは、はるかにその山をあおぎ見た。

 
そこでアブラハムは若者たちに言った、「あなたがたは、ろばと一緒にここに残っていなさい。

わたしと子供は山頂に登り礼拝し、そののち、ここに戻ってきます」。

 
 

 
アブラハムは燔祭のたきぎを取って、イサクに負わせ、手に火打石と刃物とを持って、ふたり一



緒に山道を上った。

 
やがてイサクは父アブラハムに言った、「お父さん」。

 
アブラハムは答えた、「どうした、イサク？」。

 
「火とたきぎとはあるけど、生け贄の小羊はどうするの？うちから連れてこなかったけど、どこ

かにいるの？」。

 
アブラハムはイサクの眼を見ないで言った、「イサク、心配するな、神様が用意してくださって

いるだろう」。

 
イサクはもう何も言えなくなった。

 
こうしてふたりは静かに一緒に上った。

 
 

 
彼らが悪魔が示した場所にきたとき、アブラハムはそこに祭壇を築き、たきぎを並べ、その子イ

サクを縛って祭壇のたきぎの上に載せた。 彼はずっと無言で無表情だった。イサクの顔は血の気

を失っていた。

 
そしてアブラハムが手を差し伸べ、刃物を執ってその子を殺そうとした時、 イサクは叫んだ「神

さま、助けて！お父さんに殺される！」

 
 

 
すると、神が天から言った、「アブラハムよ、アブラハムよ」。

 
アブラハムは放心した声で答えた、「はい、ここにおります」。

 
神が言った、「イサクに手にかけてはならない。また何も彼にしてはならない。」

 
アブラハムは刃物を落とし、地に泣き崩れた。イサクを殺したのち自分ものどを掻き切るつもり

になっていたのだ。

 
 



 
やがて後ろに物音を聞いてアブラハムが目をあげて見ると、角をやぶに掛けて動けなくなってい

る一頭の雄羊がいた。アブラハムは行ってその雄羊を捕え、それをその子のかわりに燔祭として

ささげた。

 
 

 
終
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また彼らはバアルのために高き所を築き、火をもって自分の子どもたちを焼き、燔祭としてバア

ルにささげた。これはわたしの命じたことではなく、定めたことでもなく、また思いもしなかっ

たことである。

 


